
ゆのまえ 議会だより

今号のイラスト
住民福祉を向上するには、議会活動の
充実や機能向上が必要です。湯前町議
会では、ゴールのない階段を“一段一段”
上るように、議会改革を継続しています。

（風刺マンガ風に描いてみました・・・）

特集（２～３ページ）につづく・・　

P2  特集　議会改革の中間報告
P4   本会議　過去最大の歳入５２億円

P9   一般質問　２人が執行部の考えを質す
P12  全員協議会　ＪＡ倉庫跡地の購入

P14  委員会　レールウイング未使用スペースを改修
P16  議員派遣　獣害対策の先進技術を学ぶ

P18  議会の窓　５４年間つづく要望活動
P19  一部事務組合　クリーンプラザ移転に向けた
　　　　　　　　　先進地視察

P20  住民の声　今後の活動目標

「住民に見える議会」
「住民が参加しやすい議会」   

「議会力・議員力の向上」を実現する     44No.
令和5年

11月1日発行

施策

議会改革継続中!!
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人口減少禍で議会の重要性は増していく
町長と議員は、町民の皆さまから付託を受けた代表者です。湯前町を良くするためには、町長や議員の
能力を向上させることや、町と議会の仕事を効率的に進めることが重要です。現在取り組んでいる議
会改革の進捗状況を、町民の皆さまにお知らせします。

議会改革の中間報告

議会活動の充実や機能向上に注力

第３次 議会改革調査特別委員会の歩み
　湯前町議会は、令和３年６月２５日に本委員会を設置しました。　委員長に金子光喜 議員、副委員長
に黒木龍次 議員をそれぞれ選出し、議長を除く９人の委員で調査を始めました。それから令和５年９月
７日までの間に、２２回の委員会を開催しています。
　議長と副議長の改選に伴い、令和５年１月２０日の第１４回委員会において、新たに椎葉弘樹 議員が
委員長に選出され、今回の中間報告に至っています。

議員定数は１０人を維持
議会の統一した意思をまとめる
　検討項目のなかで特に時間をかけて調査を進めたのが「議員定数の削減」でした。「明日の湯前町を考え
る会（代表　森崎勝 氏）」から提出された要望書に基づき、令和４年１２月２６日から論点を定めて調査
を始め、７回の委員会を開催しました。しかし、全ての議員の意見を統一することができなかったため、
最終的に採決を行いました。委員長と議長を除く８人による採決の結果、「議員定数を現状維持すること」
に賛成が６人、反対が２人という結果でした。したがいまして、次期改選（令和６年１１月）においての
議員定数は、現状（１０人）を維持することを、本委員会の結論としました。

論　　点 表決の結果
①本委員会の協議対象時期 次回の選挙（令和６年１１月）
②参考にすべき地域・単位はどこか 熊本県内（３１町村）
③対象地域への調査の必要性
（注）�ここでの調査とは、対象地域の議会へのアンケート調査またはそ

れに準ずる調査を指す。
なし

④町民への調査の必要性
（注）�町民の声を聞くことは議員の使命であり、各議員が町民の声を聴

取することは当然行う。ここでの調査とは、町民へのアンケート
調査またはそれに準ずる調査を指す。

なし

⑤必要な議員定数
※�本町の人口と同等かそれ以下の町村(相良村、山江村、球磨村、水上村、
五木村など )と比較

現状維持（１０人）

９月２２日に金子議長から森崎勝 氏（明日の湯前町を考える会・代表）へ回答書を手渡しました。
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検討項目 検討状況・結果
①全員協議会の定例化 ・毎月２５日開催を基本として実施
② 全員協議会で協議すべき議案

の線引き
・線引きを実施（タイトルに、「報告」「協議」「説明」などを入れる）

③年間計画策定(定例会など) ・「年間計画」を策定
④ 行政の末端組織的機関など役員

就任辞退の特例
・ 申し合わせに「議員は、議員の職務に専念するため、行政の末端組

織的機関及び補助団体の役職は遠慮する」と規定

⑤ 質疑の回数制限（３回）の是非
・回数の見直しは行わない。
　質疑とは何かを再確認して、極力３回で済むよう心掛ける。

⑥一般質問の時間制限導入

・現在の状況→時間制限なし（概ね１時間～１時間３０分程度が多い）
・全国の状況→８３．２％の議会で時間制限あり
・郡内の状況→質問・答弁併せて６０分（４町村）
　　　　　　　質問・答弁併せて９０分（３町村）
　　　　　　　本町のみ無制限
・６０分の目途だけ設ける。

⑦一般質問の通告書の見直し ・分かりやすい通告書を心掛ける。

⑧公職選挙法における年賀状　
　などのあいさつ状の禁止

・法の確認（不明な点を確認）
・紳士協定の協議
・住民への周知方法→町広報と議会だよりで周知

⑨選挙公営制度の条例化

・法改正の確認（不明な点を確認）
・条例化の方向性を合意
・ 「湯前町議会議員及び湯前町長の選挙における選挙運動の公費負担

に関する条例」を策定

⑩議員間討議の必要性
・ 必要性はある。規程などのルールは設けないが、議員間で共通認識

を持つ。
⑪ 議会における個人情報保護に

係る対応
・「湯前町議会の個人情報の保護に関する条例」を策定

⑫会議への通信機器の持ち込み
・ 貸与しているタブレットの他、パソコン、タブレットの持ち込みを

許可
・「湯前町議会における情報通信機器の使用に関する規程」を策定

⑬委員会傍聴規則 ・「湯前町議会委員会傍聴規則」を策定

  『議員定数』以外の課題も検討しています

　次期改選の議員定数を「現状維持」にすることは、委員会の表決
により議会の統一した意思となりました。議会は合議体であり、少
数意見で物事が決まらないよう一定数を確保しなければなりません。
今後は、議会や議員の重要性を広く理解していただけるよう、住民
福祉の向上を目指して、引き続き議会改革を進めていきます。
椎葉　弘樹  委員長

つ ぶ
や き

委員長の

検討結果（令和３年６月２５日～令和５年９月７日）
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過去最大の歳入 52億円
町行政の繁忙期続く

９
月
定
例
会
は
、
７
日
か
ら
15
日
ま
で
9
日
間
の

日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。
議
員
２
人
が
一
般
質
問

を
行
い
、
令
和
４
年
度
決
算
の
認
定
、
令
和
５

年
度
補
正
予
算
、
条
例
改
正
な
ど
を
審
議
し
ま

し
た
。
ま
た
７
月
13
日
に
臨
時
議
会
を
開
い
て
い

ま
す
。
令
和
５
年
度
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

は
、
２
億
７
０
４
２
万
６
０
０
０
円
を
追
加
し
、

４
８
億
５
０
９
７
万
９
０
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
度
の
決
算
は
、
全
会
一
致

で
認
定
さ
れ
た
よ
。
前
年
度
に
引
き
続

き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

や
豪
雨
災
害
の
復
旧
事
業
な
ど
で
、
地

方
交
付
税
や
国
県
か
ら
の
支
出
金
が
大

き
く
な
り
、
過
去
最
大
の
歳
入
・
歳
出

に
な
っ
た
よ
。

令
和
４
年
度
決
算
認
定
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財
政
の
弾
力
性
を
示
す
指
標
が「
経

常
収
支
比
率
」な
の
だ
。
こ
の
比
率
が

高
い
ほ
ど
、
町
が
自
由
に
使
え
る
お
金

が
少
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
よ
。

令
和
４
年
度
は
、
87
・
７
％
で
令
和
２

年
度
以
前
よ
り
も
改
善
し
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
け
ど
、
こ
れ
は
臨
時
的
な
収

入
の
増
加
が
主
な
要
因
で
、
町
が
自
由

に
使
え
る
お
金
は
依
然
と
し
て
厳
し
い

状
況
に
あ
る
の
だ
。
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実  質  収  支（単位：万円）

 

歳
入
歳
出
の
差
引
額
か
ら
翌

年
度
へ
繰
り
越
す
財
源
を
差

し
引
い
た「
実
質
収
支
」は
、

２
億
９
９
６
５
万
４
１
２
８
円

の
黒
字
決
算
だ
っ
た
よ
。

　
歳
入
の
う
ち「
地
方
交
付

税
」「
国
庫
支
出
金
」「
県
支
出

金
」な
ど
の
依
存
財
源
は
、

歳
入
全
体
の
８
割
を
超
え
て

い
る
の
だ
。

　
災
害
復
旧
費
と
土
木
費

が
教
育
費
を
抜
い
て
上
昇

し
た
よ
。
豪
雨
災
害
が
毎

年
続
い
て
い
る
の
が
気
が

か
り
だ
ね
。
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豪
雨
災
害
の
復
旧

土
砂
の
応
急
処
置　

１
２
０
０
万
円

　
６
月
末
か
ら
の
梅
雨
前
線
豪
雨
災
害
に
伴
う

応
急
修
繕
と
し
て
、「
沈
砂
池
な
ど
の
農
業
用

施
設
」「
河
川
」「
牧
良
の
作
業
道
」な
ど
７
カ
所

の
土
砂
の
撤
去
を
行
い
ま
す
。

　
財
源
は
、災
害
復
旧
事
業
債
を
活
用
し
ま
す
。

グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
公
園
内
の
測
量

設
計
業
務
委
託
料　
２
０
０
万
円

　
梅
雨
前
線
豪
雨
災
害
で
被
災
し
た
多
目
的

コ
ー
ト
横
の
崖（
が
け
）崩
れ
箇
所
を
復
旧
し

ま
す
。

　
財
源
は
、
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
債
を

活
用
し
ま
す
。

補 

正 

予 

算

法
面
が
崩
壊
し
た
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
公
園

防水工事を行う庁舎屋根

法
面
が
崩
壊
し
た
牧
良
線

沈
砂
池
が
埋
没
し
た
浅
巻
谷
川

公
共
施
設
の
維
持
管
理

庁
舎
屋
根
防
水
工
事
設
計
等
業

務
委
託
料

　
１
３
５
０
万
円

　
庁
舎
の
雨
漏
り
に
伴
う
防
水
工
事
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
庁
舎
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
や
庁
舎
機
能
向
上
に
係
る
調
査

を
行
い
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
職
員
に
と
っ

て
使
い
や
す
い
庁
舎
の
検
討
を
行
い
ま

す
。
工
事
方
法
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か

ら
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
安
価
な
防
水

シ
ー
ト
に
よ
る
施
工
と
し
ま
す
。
そ
の
差

額
を
庁
舎
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化

な
ど
に
活
用
し
ま
す
。



（
引
用
元
：
楽
天
ふ
る
さ
と
納
税
Ｈ
Ｐ
）
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下
村
婦
人
会
の
冷
蔵

庫
を
更
新

　
２
０
０
万
円

　
農
産
物
加
工
施
設
で
使
用

し
て
い
る
冷
凍
庫
な
ど
、
老

朽
化
で
故
障
し
た
設
備
を
更

新
し
ま
す
。

昭
和
の
時
代
か
ら
使
用
し
て
い
る
冷
蔵
庫

基
金
積
立

公
共
施
設
等
整
備
基
金

　
　
　
　

２
億
円

　

財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩
し

て
、こ
の
基
金
に
積
み
立
て
ま
す
。

積
立
後
の
残
高
は
、
６
億
６
２
２

７
万
円
で
す
。

　
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に

よ
る
と
、
今
後
40
年
間
に
か
か
る

公
共
施
設
全
体
の
更
新
費
用
は
、

３
１
０
億
３
０
０
０
万
円（
年
平

均
７
．７
億
円
）と
試
算
さ
れ
て
い

ま
す
。

事
業
費
を
強
化

ふ
る
さ
と
納
税
広
告
料

　
５
０
０
万
円

　
寄
附
額
を
伸
ば
す
た
め
、
ふ
る

さ
と
納
税
の
広
告
を
強
化
し
ま

す
。

　
本
町
の
寄
附
額
は
、
令
和
２
年

度
の
３
９
１
９
万
円
以
降
、
減
少

傾
向
で
す
。

（
寄
附
額
や
返
礼
品
の
詳
細
は「
議

会
だ
よ
り
No. 

42
」
17
ペ
ー
ジ
を

参
照
）

夏
目
友
人
帳
イ
ベ
ン
ト
開
催

　
　
　
　
１
３
０
万
円

　
「
ゆ
の
ま
え
漫
画
フ
ェ
ス
タ
」は

11
月
26
日（
日
）に
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
２
週
前
の
11
月
12

日（
日
）に
、
ア
ニ
メ「
夏
目
友
人

帳
」の
15
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す
。

　
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
は
こ
ち
ら

Ｊ
Ａ
倉
庫
跡
地
を
購
入

公
有
財
産
購
入
費

　
８
５
２
万
１
０
０
０
円

　
宅
地
分
譲
や
町
営
住
宅
の
建
設

な
ど
で
Ｊ
Ａ
倉
庫
跡
地
を
有
効
活

用
す
る
た
め
、
こ
の
土
地
を
購
入

し
ま
す
。

（
詳
細
は
全
員
協
議
会
12
ペ
ー
ジ

を
参
照
）

湯
前
町
情
報
通
信
関
連
事

業
整
備
基
金

６
０
０
万
円

　
積
立
後
の
残
高
は
、
６
６
０
０

万
３
０
０
０
円
で
す
。

　
こ
の
基
金
は
、
新
た
な
行
政
防

災
情
報
発
信
用
通
信
シ
ス
テ
ム
の

構
築
お
よ
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

民
設
民
営
化
の
整
備
費
を
補
う
た

め
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事

業
委
託
料

　
１
２
４
万
４
０
０
０
円

　
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
関
係
は
、
県

の
夢
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
で
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
こ
の
事
業
で
対
象

に
な
ら
な
い
「
５
人
以
上
の
誘

致
」
を
想
定
し
た
経
費
を
追
加
し

ま
す
。
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湯
前
町
地
域
優
良
賃
貸
住
宅
管

理
条
例
の
改
正

　
新
築
し
た
駅
前
団
地
４
棟
分
を
追
加
し

ま
す
。
町
内
に
あ
る
地
域
優
良
賃
貸
住
宅

は
、
平
成
23
年
度
か
ら
供
給
が
始
ま
り
、

合
計
で
12
戸
に
な
り
ま
し
た
。

　

10
月
２
日
か
ら
入
居
者
募
集
が
始
ま

り
、
11
月
上
旬
に
は
入
居
で
き
る
予
定
で

す
。

本会議

議　　　　案
吉
田  

精
二

西　

  

靖
邦

遠
坂  

道
太

椎
葉  

弘
樹

森
山　

  

宏

黒
木  

龍
次

味
岡　

  

恭

倉
本　

 

豊

山
下  　
力

金
子  

光
喜

審議結果
（賛成：反対）

令和４年度一般会計の決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決（９ : ０）

令和４年度特別会計の決算認定 ○ ○ ○
−
※

○ ○ ○ ○ ○ − 可決（８ : ０）

令和５年度一般会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決（９ : ０）

湯前町地域優良賃貸住宅管理条例の改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決（９ : ０）

工事請負契約の変更 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決（９ : ０）

上記以外の議案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − 可決（９ : ０）

○：賛成　×：反対（今回なし）　－：採決なし（議長は採決に加わりません）　
※：特別会計の決算認定は、慣例により副議長が議長を務めます。

議案審議の賛否一覧［議案 12 件　認定６件 （７月～９月）］

条 

例 

改 

正

小
学
校
低
学
年
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
更
新

Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連
機
器
等
使
用

料　
５
２
万
８
０
０
０
円

　

小
学
校
の
低
学
年（
１
～
２
年

生
）が
使
用
す
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
が
リ
ー
ス
期
間
満
了
に
な
る
た

め
、機
種
を
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
に
変
更
し
、

新
た
に
60
台（
生
徒
用
45
台
、
指

導
者
用
15
台
）を
導
入
し
ま
す
。

　
小
中
学
校
で
は
、
現
在
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想（
１
人
１
台
の

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と
高
速
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
整
備
）を
推
進
し
て
い

ま
す
。

若者定住を期待する駅前団地

送
迎
バ
ス
の
安
全
対
策

保
育
環
境
改
善
等
事
業
補

助
金　

３
７
万
４
０
０
０
円

　
送
迎
バ
ス
に
お
け
る
子
ど
も
の

置
き
去
り
を
防
止
す
る
た
め
、
未

然
対
策
用
ブ
ザ
ー
の
設
置
な
ど
に

要
す
る
経
費
を
、
慈
光
こ
ど
も
園

と
慈
光
学
童
ク
ラ
ブ
に
補
助
す
る

も
の
で
す
。

　
財
源
は
、
国
の
保
育
環
境
改
善

等
事
業
補
助
金
を
活
用
し
ま
す
。
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２人が執行部の考えを質す

　一般質問への町民の関心をより高めるた
め、ＹｏｕＴｕｂｅ動画へのアクセスランキン
グを公表します。議員のやる気につながりま
すので、ぜひ動画をご覧ください。

質問者（登壇順） 質　問　項　目 ページ

椎葉　弘樹 ① 民間の協力を得て、公の施設を有効活用するアイデア 10

遠坂　道太 ①木質バイオマスの利用 11

　一般質問は、ＹｏｕＴｕｂｅで生放送と録画
の動画配信を行っています。この動画は、パソ
コンやスマートフォン、タブレット端末などか
ら視聴できます。

一般質問のＹｏｕＴｕｂｅライブ配信（生放送）を行っています。

特別企画 お知らせとお願い

◎ＹｏｕＴｕｂｅ動画　（「湯前町オフィシャル」で検索）

一般質問

前回一般質問 議会放送

ＹｏｕＴｕｂｅアクセスランキング ＩＰ告知端末からの放送終了
　令和５年３月末でＩＰ告知端末（２チャンネ
ル）からの放送が終了したため、本会議の音声放
送ができなくなりました。現在、使用している
防災ラジオは、文字データによる通信であるた
め、議会の音声を届けることができません。

ＹｏｕＴｕｂe 動画のニーズ調査
  「一般質問以外の議会放送も視聴したい」という
ご意見などありましたら、議会事務局やお近くの
議員までお知らせください。

議員 6月一般質問

西　　靖邦 ６９１

椎葉　弘樹 １３７

吉田　精二 ８２

遠坂　道太 ７２

(令和5年10月3日時点のアクセス数)



議
員　
人
材
が
不
足
す
る
公
の
施

設
に
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
配

置
す
る
考
え
は
な
い
か
。

町
長　
協
力
隊
は
、
４
人
が
本
町

に
定
住
し
、
成
果
が
出
て
い
る
。

施
設
へ
の
配
置
は
、
慎
重
な
検
討

が
必
要
。
協
力
隊
は
、
地
域
発
展

に
大
き
く
期
待
で
き
る
分
野
。
今

後
も
積
極
的
に
募
集
を
か
け
た

い
。

教
育
課
長　
体
育
施
設
、公
民
館
、

教
育
施
設
な
ど
、
マ
ン
パ
ワ
ー
を

要
す
る
部
分
が
あ
る
。
適
切
な
人

数
を
検
討
し
た
い
。

議
員　
町
が
使
用
料
を
徴
収
し
て

い
る
公
の
施
設
に
お
い
て
、
指
定

管
理
者
が
支
払
う
使
用
料
の
在
り

方
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

町
長　
現
在
、
使
用
料
の
見
直
し

を
担
当
課
に
指
示
し
て
い
る
。
精

米
所
の
再
稼
働
も
実
現
し
た
い
た

め
、
下
村
婦
人
会
と 

同
様
に
使

用
料
の
見
直
し
を
考
え
た
い
。

人材は待つだけでは
現れない。人材育成
や民間主導の仕事づ
くりを積極的に進め
ていただきたい。

つ ぶ
や き議員の

椎葉 弘樹 議員

質問の様子は
こちら

民
間
の
協
力
を
得
て
、

公
の
施
設
を
有
効
活
用
す
る

ア
イ
デ
ア

協
力
隊
や
民
間
力
の
導
入
で

施
設
の
活
用
を
検
討

問答

議
員　
行
政
が
運
営
す
る
公
の
施

設
で
、
新
た
に
指
定
管
理
者
制
度

を
導
入
す
る
考
え
は
な
い
か
。

町
長　
民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
の
活
用
な

ど
効
果
が
見
込
め
れ
ば
、
導
入
を

検
討
す
る
。
人
材
不
足
で
体
制
が

整
わ
な
い
部
分
も
あ
る
た
め
、
十

分
研
究
し
た
い
。
ア
グ
リ
セ
ン

タ
ー
は
、
体
制
が 

整
っ
た
段
階

で
の
検
討
に
な
る
。

議
員　
公
の
施
設
の「
指
定
管
理

の
期
間
」、「
稼
働
時
間
外
の
使

用
」、「
民
間
主
導
の
運
営
」に
つ
い

て
、ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

町
長　
今
年
度
の
指
定
管
理
者
選

考
委
員
会
ま
で
に
、
期
間
を
５
年

以
上
に
す
る
こ
と
を
検
討
し
た

い
。

　
目
的
外
の
使
用
許
可
は
、
町
長

の
み
の
権
限
。
指
定
管
理
者
か
ら

相
談
を
受
け
た
ら
、
事
前
に
所
管

課
と
協
議
を
し
て
判
断
し
た
い
。

協
定
書
な
ど
で
ル
ー
ル
を
明
確
に

す
れ
ば
、
柔
軟
な
使
用
が
可
能
に

な
る
の
で
は
な
い
か
。

　
代
表
職
に
つ
い
て
は
、
優
秀
な

人
材
が
い
れ
ば
検
討
し
た
い
が
、

現
時
点
で
は
町
長
が
行
う
こ
と
で

考
え
て
い
る
。

【凡例】
図は令和５年９月７日時点の情報

地域おこし協力隊(隊員)

任期を終えた隊員

アグリセンター

農産物加工施設(杵つき精米所)

体育施設(B＆G，プールほか)

まんが美術館

公民館・改善センター

行
政
運
営

グリーンパレス

避難防災交流施設

湯愛

レールウイング複合施設

農産物加工施設(漬物工場) 町が施設の使用料を徴収￥

☆住民サービス↗

☆住民雇用↗ ☆移住・定住

【凡例】
図は令和５年９月７日時点の情報

地域おこし協力隊(隊員)

任期を終えた隊員

アグリセンター

農産物加工施設(杵つき精米所)

体育施設(B＆G，プールほか)

まんが美術館

公民館・改善センター

行
政
運
営

グリーンパレス

避難防災交流施設

湯愛

レールウイング複合施設

農産物加工施設(漬物工場) 町が施設の使用料を徴収￥

☆住民サービス↗

☆住民雇用↗ ☆移住・定住
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一般質問



循環型社会の形成に
向け、再生エネル
ギー源となる木質バ
イオマス発電の利用
を期待する。

つ ぶ
や き議員の
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一般質問

遠坂 道太 議員

質問の様子は
こちら

議
員　
重
油
や
灯
油
を
利
用
し
て

い
る
公
共
施
設
や
温
泉
施
設（
湯

楽
里
）へ
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ

イ
ラ
ー
の
導
入
を
図
る
考
え
は
な

い
か
。

町
長　
平
成
25
年
度
に
上
球
磨
地

区
林
業
振
興
推
進
協
議
会
に
お
い

て
、
湯
前
町
、
水
上
村
で
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
の
調
査
が
行
わ
れ
た
。

地
域
内
に
豊
富
に
あ
る
森
林
資
源

を
活
用
し
た
、
ボ
イ
ラ
ー
燃
料
の

生
産
に
よ
る
林
業
活
性
化
や
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
な
ど
が
目

的
。
平
成
25
年
度
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
、
湯
楽
里
の
化
石
燃
料

年
間
使
用
量
は
約
９
万
１
０
０
０

ℓ
。
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー

の
導
入
目
安
20
万
ℓ
の
半
分
以
下

と
い
う
こ
と
で
、
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
ボ
イ
ラ
ー
の
導
入
効
果
は
な

く
、
初
期
投
資
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

ス
ト
を
考
え
る
と
、
湯
楽
里
に
お

け
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー

の
導
入
は
厳
し
い
。

議
員　
施
設
園
芸
農
家
に
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
の
リ
ー
ス
事

業
で
の
導
入
を
図
り
、
環
境
に
や

さ
し
い
施
設
栽
培
に
取
り
組
ん
で

は
ど
う
か
。

町
長　

リ
ー
ス
事
業
で
は
な
い

が
、
町
の
単
独
事
業
で
、
農
業
用

機
械
導
入
事
業
を
活
用
す
る
こ
と

で
、
環
境
に
優
し
い
施
設
園
芸
へ

の
移
行
と
い
う
目
的
に
は
同
調
で

き
る
。

　
熊
本
県
施
設
園
芸
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
化
対
策
事
業
の
資
料
で

は
、
既
存
の
石
油
加
温
器
と
ヒ
ー

ト
ポ
ン
プ
と
の
併
用
の
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
型
を
推
進
す
る
よ
う
な
記

述
が
あ
る
。

　
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
は
、
初
期
投

資
が
高
く
、
い
か
に
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
を
低
減
す
る
か
な
ど
、
メ

リ
ッ
ト
だ
け
で
な
く
デ
メ
リ
ッ
ト

も
あ
る
。

木質バイオマスの利用

初期投資が高くランニングコスト
がかかる

問

答

 上球磨森林組合のバイオマスボイラー



全 員 協 議 会 6月26日、 7月25日、 8月21日

主 な 協 議 事 項

ＪＡ倉庫跡地の購入 
　Ａコープ湯前店の隣にあるＪＡ倉庫跡地について、ＪＡくま組合長から町に土地購入の
相談がありました。倉庫は既に解体されており、土地の立地条件が良いため、町はこの土
地を取得して宅地分譲や町営住宅の建設などを検討する予定です。今後は、土地の購入や
登記に係る費用など、必要な予算を計上していきます。
　購入予定の土地の面積は、約２８１６㎡（８５２坪）です。
(補正予算は本会議７ページを参照)

上空から見た購入予定地（引用元：Google マップ）

ＪＡ倉庫跡地から見た購入予定地
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湯前小学校創立１５０周年行事の検討
公立上里小学校からスタート
湯前小学校 ( 校長　黒木 幸博 ) は、令和６年度に学校創立１５０周年を迎えるにあたり、記念行事
の開催が検討されています。中学校併設小学校として、小中一貫教育の充実を進めるとともに、学
校教育目標「ふるさとを愛し、一人一人が輝く徳・知・体の調和のとれた児童の育成」を目指し、
地域とともにある学校づくりに取り組まれています。令和５年４月時点の児童数は１８４人、教職
員は２６人です。

年月日 沿　　革
明治　７年１２月 公立上里小学校創設（下川氏方）　生徒４０人
　　１５年１２月 公立南小学校（鳥井原）が新設され、上里小学校を公立北小学校と称す
　　２１年　６月 南北小学校を合併し公立南北尋常小学校と称す
　　２６年　９月 湯前尋常小学校と改称す　修業年限４年となる
　　３１年　７月 現位置（上松原）に第５・６校舎を新設　
　　４１年　４月 義務教育６ヶ年となる
昭和１６年　４月 湯前国民学校と称す　独身寮新設
　　２２年　４月 湯前小学校と改称す
　　２３年１０月 学校給食設備完了
　　２５年　４月　４日 本館、講堂の全部、校舎の大半焼失
　　２７年　５月１０日 校舎建築　第１期・第２期工事落成
　　２７年１０月 校旗・校歌制定（作詞作曲　梅沢信一氏）
　　３４年　５月　７日 仁原分校開校
　　４２年　６月１９日 共同調理場発足
　　４２年１２月１５日 仁原分校閉校（満９ヶ年）
　　５８年　３月３１日 共同調理場落成式（総工費４５５７万円）
　　５９年１０月２１日 新校舎落成式
平成　５年　３月　７日 体育館落成式
　　２３年　３月 学童クラブ設置（校舎内）
　　２６年１１月１０日 プール解体工事（中学校プール共同利用）
　　２８年　４月　９日 共同調理場落成式
　　３０年　３月３０日 学童クラブ移設（敷地内）
令和　２年　４月　１日 中学校併設型小中一貫校へ移行

昭和２７年に建築された湯前小学校校舎
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委員会

次の所管事務を調査しました。
◎レールウイング改修工事の現状
◎梅雨前線豪雨の被害調査

レールウイング未使用スペースの改修
くま川鉄道全線開通に向けて整備
整備の目玉は、ユノカフェ（飲食施設）やユノレール（展示体験販売施設）の奥にある未利用スペース
に、屋根付きのイベント広場を整備することです。イベント広場の床の位置を、現状の高さにする
のか、清水産業側に下げるのかを、ワークショップなどの意見を踏まえて判断します。

企画経済建設常任委員会 委 員 長 遠坂 道太
副委員長 味岡　恭
委　　員 山下 力、金子 光喜、森山 宏

8月17日、 9月13日

基本コンセプト
◎ 未来に向け、フレキシビリティ ( 変化に対す

る柔軟性や融通性 ) に対応できる場所
◎持続可能な状態を維持できる場所
◎安らぎや楽しさを感じる場所

ワークショップの検討内容
①大屋根の整備
②床の改修と外周手摺などの改修
③清水産業側駐車場からの階段・斜路の整備
④ステージ・出演者控室・備品倉庫の整備
⑤コンテナハウス群の整備
⑥展示体験販売施設 ( ユノレール ) の活用
⑦アニメグッズ販売所の設置
⑧スモールハウス群の設置
⑨トイレ増設の必要性

現地で担当課長から説明を受ける委員
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委員会

委 員 長 西　靖邦
副委員長 吉田 精二
委　　員 倉本 豊、黒木 龍次、椎葉 弘樹

9月13日総務厚生文教常任委員会

次の所管事務を調査しました。
◎まんが美術館等改修事業の現状

まんが美術館一帯を改修
くま川鉄道全線開通に向けて整備
この改修事業は、６月定例議会で設計監理費と工事費を議決し、令和７年度までに工事を完了する予
定です。基本計画の策定に携わられた桂先生にご協力をいただき、実施設計発注に係る基本計画の改
定が進められています。

改修項目 主な改修内容　（◎：ほぼ確定　〇：未確定）

美術館棟【個別】 ◎現在の教育課事務室を展示・販売スペースへ
〇現在の教育長室を展示スペース／美術館事務室へ

公民館棟【個別】

◎教育課事務室を現在の図書室へ　　◎玄関を増築
◎現在の視聴覚室をバリアフリーの集会室（多目的室）へ
◎トイレ
〇教育長室を婦人会青年団室へ
〇現在の２Ｆ会議室（ＰＣ室）を集会室（多目的室）へ

美術館棟・公民館棟【共通】 ◎館内土足化（収蔵庫を除く）　・ＬＥＤ照明
◎空調設備　　・外装塗装　　・屋根

新・増築 ◎図書室 兼 交流スペース棟を新築（写真①）
◎美術館収蔵庫棟を増築（写真②）

外構・カラー舗装 ◎敷地内公園スペース
◎レールウイングまでの連絡通路　　〇駐車場舗装

図書室を新築する公園スペース（写真①）　 収蔵庫を増築する美術館裏スペース（写真②）
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議員派遣

議 員 派 遣

獣害対策の先進技術を学ぶ
令和５年度町村議会常任委員長・議会運営委員長研修会
(一社)獣害対策先進技術管理組合(三重県)の取り組みから、獣害の要因、地域主体の防御と捕獲(事例)、
効果の検証、仕組みづくり(近隣町村との情報共有)などを学びました。

　令和５年７月２６日(水)　 湯前町役場応接室
　講師　山端 直人 氏　［兵庫県立大学教授］　
　演題　「これからの地域社会と獣害対策」

( 一社 ) 獣害対策先進技術管理組合・研修案内動画の一コマ　(YouTube より引用 )

( 一社 ) 獣害対策先進技術管理組合ＨＰ

 ＜参考＞野生鳥獣による農作物被害状況（令和３年度）　※農林水産省公表

全国
被害額：１５５億円１６００万円
１位　シカ６０億９７００万円
２位　イノシシ３９億１０００万円
３位　鳥類２８億５５００万円

熊本県
被害額：５億３８００万円
１位　イノシシ２億４００万円
２位　鳥類２億４７００万円
３位　シカ５１００万円

球磨郡
被害額：３９７７万円
１位　シカ１２２１万円
２位　イノシシ１０２７万円
３位　サル５３２万円

湯前町
被害額：４４万円
１位　イノシシ２０万円
２位　シカ１２万円
３位　サル　５万円

※表中の金額は、全国と熊本県が百万円単位、球磨郡と湯前町が１万円単位で表示

研修資料や議員報
告書は、議会図書
室にありますので、
住民の皆さまもご
覧いただけます！
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議員派遣

宮崎県要望①（議長）

協議会総会

宮崎県要望②（知事）

熊本県要望

国道２１９号の要望活動を再開
三市町村議会国道整備促進合同協議会の要望活動・総会
８月２８日に宮崎県、２９日に熊本県に要望活動を行いました。この活動は、西米良村、西都市、湯前町
の３つの議会が毎年度実施しているものです。

日　程 ８月２８日　宮崎県 ８月２９日　熊本県

要望先
県議会議長　浜砂議長
県知事　河野知事
県土木部・道路保全課　山下課長

県土木部・道路都市局　宮島局長
　　　　・道路保全課　高橋課長
球磨地域振興局　大和土木部長

　熊本県要望では、湯前町上里工区の歩道整備を早く進めていただく要望書を提出しました。また、
松田県議と緒方県議から応援の挨拶をいただきました。
　８月２８日の１７時３０分から、ホテル熊本テルサにて本協議会の総会が開かれました。令和 4 年
度の活動と収支、令和 5 年度の活動と収支 ( 案 ) が審議され、全会一致で可決しました。
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議 長 の 窓

議 会 事 務 局 の 窓
主な議会スケジュール【１０月～１２月】

活動內容 日程（予定） 対応者
子ども議会 １０／３ 全議員
県町村議会議員研修会 １０／６（オンライン研修：湯前町） 全議員
球磨郡町村議会議員グラウンドゴルフ １０／１７ 全議員
上球磨４町村長と上球磨正副議長会との懇談会 未定 金子、椎葉

常任委員会 １０／１８　企画経済建設
１１／１４　総務厚生文教 全議員

県町村議会広報研修会 １１／９（熊本市） 広報委員、金子
郡議長会 １０／１１　１１／１６ 金子
上球磨正副議長会 未定 金子、椎葉
上球磨正副議長会議員研修会 １１／１０ 全議員

本会議 １０／１６　臨時会
１２／７～１１　定例会 全議員

議会広報調査特別委員会 １０／４　編集会議　
１２／２１　企画会議 広報委員、金子

議会全員協議会 １０／２６、１１／２２、１２／２５ 全議員

５４年間つづく要望活動
三市町村議会国道整備促進合同協議会からの提言 ( 福岡・東京 )

国会議員への要望活動 九州地方整備局への要望活動

議会の窓

　８月２３日から２４日にかけて、国道２１９号の整備促進を求める要望活動に、遠坂企画経済建設常
任委員長、稲森建設水道課長と共に参加し、九州地方整備局と国土交通省へ要望活動に行きました。
この活動は、国道２１９号の整備促進を目的として、宮崎県の西都市と西米良村と共同で取り組む、県
境を越えた活動で、昭和４５年からつづく本町議会の重要な活動の一つです。
　これまでの三市町村議会や関係者の活動のおかげで、以前よりかなり整備も進み、通行しやすくなり
ましたが、西米良村を中心とする山間地の区間が、トンネルや橋梁などの難工事箇所も多くあり、残さ
れた箇所もあるのが現状です。
　本町分（熊本県側）の整備は横谷トンネル、中心市街地交差点改良など早い段階で整備された所もあ
りますが、交通安全対策としての上里工区の整備が残っています。引き続き強く要望していきたいと思
います。
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一部事務組合

クリーンヒル天山

研修の様子

有明ひまわりセンター周辺には田畑や海が広がる

公立多良木病院企業団議会

人吉球磨広域行政組合議会

クリーンプラザ移転に向けた先進地視察
環境にやさしいゴミ処理施設の新技術を学ぶ
９月２８日から２９日の工程で、４つの新しい施設を視察しました。同行したのは、議員２３人と執
行部３人でした。人吉球磨クリーンプラザは、１０年後には移転が確定しており、令和５年度におい
て移転に関する基本構想を策定する予定です。

令和４年度もプラス収支
３期連続の黒字決算
病院、介護老人保健施設、総合健診センターの3事業で、４億３９７３万６６０９円の純利益でした。
一般質問では、遠坂議員が「看護師の働き方改革」について、執行部の考えを質しました。

＜広域行政議員　椎葉・西＞

視察先の施設 共用開始 所 在 地
菊池環境工場クリーンの森合志 令和３年度 熊本県合志市
山鹿市環境センター 令和元年度 熊本県山鹿市
クリーンヒル天山 令和２年度 佐賀県多久市
有明ひまわりセンター 令和３年度 福岡県柳川市

＜公立病院議員　倉本・遠坂＞

病院事業 純利益４億４７２７万９５５６円

介護老人保健施設事業 純損失１３５８万
※要因は、新型コロナウイルスにおける利用者の減少

総合健診センター事業 純利益６０３万８２５９円



湯前町議会のホームページもご覧ください。湯前町議会

「住民の声」のインタビューをお願いされたときは、ご協力をお願いします。☎0966-43-4111(内線261)

年４回にわたりテーマを設定し、住民の皆さまからご意見を
いただきます。

地域おこし協力隊インタビュー①テーマ

地域おこし協力隊インタビュー②テーマ

◆議会広報調査特別委員会
　私たちが編集しました。　
　委員長　森山　宏　　  副委員長　西  靖邦　
　委　員　椎葉  弘樹　　遠坂  道太　　吉田  精二

▼記録的な猛暑を耐え抜き、役目を終えた
稲の切り株が朝露に輝いています。今年も
残すところあと二月。記憶に残るような素
晴らしい年にしたいものです。

▼物価高騰や防災減災、少子高齢化などの
諸問題に対し、国や町が行う施策を、本紙

を通して皆さまにお知らせしていきたいと
思います。今後ともよろしくお願いいたし
ます。

　　　　　　　　　　　　　　　（吉田）
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○現在の業務内容は
　湯前まんが美術館で開催する展覧会の企画・制作、資料
の保存・調査研究業務などを、髙橋颯希隊員と共に行っていま
す。特に、湯前町出身の風刺マンガ家、那須良輔先生のマンガ原画アーカイブは、
町の宝である那須作品を未来へ残していくために欠かせない仕事です。
○今後の活動目標は
　まんが美術館は昨年、開館から三十周年を迎えました。一つの節目を迎え、
今後は湯前に限らず全国のまんが美術館やミュージアムと共同で展示を行っ
ていきたいと考えています。那須良輔作品の魅力や、三十年以上にわたり漫
画フェスタを開催してきた「まんがのまち・湯前」の特性を、もっと多くの
方に知っていただけるよう、ＳＮＳを通じた情報発信にもさらに力を入れて
いきます。

○現在の業務内容は
　主な仕事は、ゆのまえグリーンパレスのイベント企画とＳＮＳの発信です。
Instagram の投稿をメインに取り組んでいます。それ以外にもロゴマークや
グッズ制作などのブランディング、町内外の施設やアウトドアブランドへの
営業活動、予約プランの見直しや設定などのマーケティングなど、幅広く活
動させていただいております。
○今後の活動目標は
　ゆのまえグリーンパレスを「九州一のファミリーキャンプ場」と呼ばれる
施設にするのが夢です。町民の皆様に誇りを持っていただけるキャンプ場を
目指して、これからも一生懸命頑張ります。気候も穏やかになってまいりま
したので、ぜひご家族でゴーカートや草そり、パターゴルフをしにグリーン
パレスへお越しくださいませ。

中尾　章太郎 さん

佐々木　佑樹 さん
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